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体つくり運動における保健体育教師の意識変容に関する事例的研究

問題の所在

・学校現場での教師の知識不足や共通認識の欠如
（高田・筒井，2017）

・授業内容の曖昧さと教師の「内容理解の不十分さ」
（清田・本多，2019）

体つくり運動領域の課題

・単元実施の困難さ（鈴木・三宅，2022）

・学習指導要領解説で示されたねらいや内容と乖離した授業展開
（白石ら，2021；篠田，2023）

中学校及び高等学校現場に多くみられる（白石ら，2021）

教材を実践する保健体育教師を対象とした研究の蓄積が必要

目的 保健体育教師の体つくり運動への意識が単元での授業実践を通して、どのような過程で変容するのか、しないのか。
また変容の契機や要因は何であるかを明らかにすること

方法 ナラティヴ・アプローチ
対象者：保健体育教師１名（教師歴１０年）
対象授業：中学校1年生（男女共習授業）

体つくり運動領域（6時間単元）
データの収集方法：9回の非構造化インタビュー（約225分）

フィールドノーツの記録（15623字）
                  授業資料のドキュメント
データの分析方法：ナラティヴ・アプローチの理論的枠組み

教師の意識変容プロセスを分析した
田中（2011）の分析観点を援用

結果と考察

変容

生徒の様子から授業成果を認識していく過程
（前提と結果の吟味、前提は正しいのか）

自己の「前提」としての意識に気付き、
その意識に疑義が生じていく過程（前提に気付き、吟味する）

図1．分析観点（田中（2011）を参考に筆者が作成）

単元後
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前提に対するジレンマを抱くことが重要な契機 授業中の生徒の様子から、
授業成果を実感し、手応えを感じていくことが意識変容の要因

授業実践の成果が周囲の保健体育教師に肯定的に受け入れられたことも
対象者の意識変容を促し、体つくり運動の単元実施への動機づけを高めた。

図2．「体つくり運動への意識変容過程」のモデル

授業実践過程を通じて、体つくり運動に対しての知識が深まり、授業イメージを
構築し、その領域・単元での実践に関する重要性を認識するといった意識変容が
生じることが明らかとなった。意識変容の契機は、これまでの意識に疑義を感じ
て、生徒の様子から授業成果を実感し、疑義を解消していくことであった。また
意識変容を促した要因は、「他者の関わり」と示唆された。
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